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開議 午前９時３０分 

 

○議長（永谷幸弘君） 

  ただいまの出席議員は１０名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  昨日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して、質問を

行ってください。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分といたします。 

  質問者は、豊能町議会運営に関する申合

せ事項の会議規則に関わる申合せ事項に記

されているように、通告にない質問はでき

ません。また、質疑・答弁合わせて５０分

と限られていますので、答弁者は簡潔明瞭

に答弁をお願いいたします。 

  秋元美智子議員を指名いたします。 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  おはようございます。 

  ９番、秋元美智子です。 

  議長より御指名をいただきましたので、

一般質問をさせていただきます。 

  なお、通告書提出後に担当者からお尋ね

して知り得たことや、また昨日の一般質問

もございますので、中には割愛させていた

だく質問もございますが、理事者の皆様に

おかれましては、簡単明瞭な答弁のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

  では、西地区のこども園について質問を

させていただきます。 

  西地区のこども園開設に向けて、３月の

予算特別委員会で教育委員会より、子ど

も・子育て支援事業、子ども・子育て審議

会の中で民営、公営を含め検討するとの答

弁をいただいております。その第１回目の

会議が６月１日に開催されました。で、答

申希望日は、来年の令和４年４月１日とな

っております。で、当初予算によると、こ

の審議会は１０名からなり開催４回となっ

ております。あと３回しかないんですが、

私たちは、この開催日時に無理があるよう

な気がいたしておりますので、いかがお考

えなのかお尋ねしたいと思います。 

  ちなみに、平成２０年度のときは、豊能

町立保育所・幼稚園の今後のあり方検討委

員会を立ち上げて、同じように諮問されて

おりますので、もし分かるようでしたら、

参考までにそのときの日数、回数など教え

ていただけたら助かります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  おはようございます。お答えします。 

  今回の令和３年度の審議会なんですけど

も、豊能町西地区における認定こども園の

設置についてということで、町長、教育長

から諮問させていただいております。今回

の会議、５回を予定しとると思います。で、

４回の予算であったというふうなことを言

われておると思うんですけども、その辺に

つきましては、何とか予算を捻出して、深

く慎重審議をしたいというふうに考えてお

ります。 

  以前、２０年度に行いました、あり方検

討委員会においても、たしか５回か６回で

結論を得て、２３年度にふたば園と向こう

のひかり幼稚園を開設してるというふうに

記憶しております。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 
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  ４回じゃなくて５回だということじゃな

くて、より慎重な審議でお願いしたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

  それで、諮問内容なんですが、今部長が

触れましたように、豊能町西地区における

認定こども園の設置について、この大きな

タイトルで、１に豊能町西地区にふさわし

い就学前保育、教育施設について。で、２

に魅力ある認定こども園についてとなって

おります。で、お尋ねいたしますけれども、

１の豊能町西地区にふさわしい就学前保育、

教育施設を協議するには、西地区のどこに

認定こども園を開設するのが望ましいのか、

ふさわしいのか、併せて協議していただく

必要があるかと存じます。 

  私自身は、西地区の認定こども園を考え

る上で、小中一貫校となる現在の吉川中学

校のそばがふさわしいのではないかなと思

っておりますけれども、開設場所について

は、この今回の諮問については、どのよう

になっているのか。つまり協議する、お願

いする、しない。答申していただく、しな

い。その判断の全てを審議会に委ねている

のかどうかという意味での質問でございま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  新たな認定こども園を設置する場所です

けれども、それについても答申をいただき

たいというふうに考えております。また、

西地区にふさわしい就学前保育教育施設と

いうことですけども、諮問の核は当然西地

区の認定こども園設置について全般なんで

すけども、就学前保育・教育施設について、

ほかにも何か必要な施設があるようでした

ら、その辺も合わせて御議論いただきたい

というふうに考えております。場所につい

ては、総合教育会議でも教育委員さんが一

定意見を言われておりますけども、その辺

も踏まえて、審議会のほうで御意見、諮問、

答申をいただきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  町長にお尋ねします。 

  町長は２年半前に西地区のこども園の開

設については、時期は学校再配置に合わせ

てで、経費は国の補助金を活用できる民営

化、場所は光風台小学校跡地で形態はパー

クアンドライド型で、保幼連携型認定こど

も園と大きく５点にわたって、明快な方針

を打ち出されております。 

  で、昨年６月の一般質問なんですけれど

も、私のほうからは、民営は採算が合わな

ければ閉鎖する可能性があり、少子化が進

む中この町にとって極めて危険な選択では

ないかと申し上げましたところ、町長のほ

うから保育面、財政面、また幼稚園、保育

所の先生の処遇など含めて、検討させてい

ただきたいという非常に前向きな答弁をい

ただいております。 

  で、このたび子ども・子育て審議会に諮

問されたこと、私は大変うれしく評価いた

しております。ただ、先ほどの大きく５点

にわたる方針のうち、民営か公営かこれも、

それから、開設場所についても、今部長が

御答弁されたように答申をいただきたいと

思っているということだったんですけど、

ほか３点、つまり学校再配置に合わせ、つ

まり令和８年度以降なんですけど、パーク

アンドライド型、保幼連携型認定こども園

の３点については、どのようなお考えを持

っているのか。つまりこの３点を実現する

ことを条件に、諮問されてるのかどうか、

その点お聞かせください。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  おはようございます。 

  今御質問のとおりなんですけれども、ま

ず認定こども園の諮問につきましては、西

地区にふさわしい認定こども園という形で

諮問をさせていただいております。 

  お尋ねのところの私が就任をしたときの

ところの所信表明のところで、教育改革を

上げさせていただいて、小中一貫、その学

校再配置に合わせて保育所、幼稚園、国の

交付金を活用できる民営化により、パーク

アンドライド型、そして保幼連携型認定こ

ども園の開設を目指すというところを記載

をさせていただきました。 

  パークアンドライド型につきましては、

保護者の利便性を考えまして、最寄り駅に

移動ができるというところがキーになって

ます。もう一つは、保幼連携型というのは、

これは今までも豊能町のほうが取り組んで

おります、すばらしいゼロ歳から１５歳ま

で、保幼小中一貫教育をやるという形にな

ってます。その後なんですけれども、令和

２年の総合教育会議におきまして、義務教

育学校の近くが望ましいという御意見もい

ただきました。したがって、それらを含め

て審議会の中に入れさせていただいており

ますけれども、こども園の教育・保育を第

一に保護者のニーズにも的確に答えられる

というところで、皆さんの御意見をお伺い

をしたいというように思ってます。 

  それから、仮に民間ということになった

場合は、その民間企業の方々が投資も含め

て、それから利便性、サービスというとこ

ろも合わせるとどこの場所に選ばれるか、

というのも出てくると思いますので、それ

らを含め審議会のところで検討いただくと

いう形にさせていただいております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  ありがとうございます。 

  ということは、今までの町長五つ方針を

はっきり打ち出されてますけども、それは

一遍引っ込めて、引っ込めた上で今回諮問

をお願いしてるという認識でよろしいでし

ょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  一旦引っ込めてというのは、パークアン

ドライド型のところがあるのかも分かりま

せんけれども、当時から場所も含めてです

ね、ふさわしいいわゆる豊能町における魅

力あるこども園、魅力ある義務教育学校の

開設によって、魅力がある町をつくってい

きたいという根底は変わりませんので、パ

ークアンドライドというところに関しては、

そのときの保護者の利便性を代表した言葉

ということになりますので、それらも含め

まして、幅広く御検討をいただくという形

で諮問させていただいております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  諮問されてるのは、民営か公営かここも

たしかそうだと思います。で、町長は場所

をおっしゃいませんでしたけど、私は一番

最初にこの質問をしたときに、確かに所信

表明には光風台小学校跡地という文章は書

いてません。ですから、どこをお考えです

かと質問をしたときに私自身が、町長はそ

れは所信表明に書いてますと、光風台小学

校に書いてますとはっきりとおっしゃられ

て、次の次回の一般質問のところで訂正さ
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れてるんですが、これは光風台小学校跡地

ということは、議事録を見ていただいても

分かりますように、方針として出しており

ます。 

  で、私が今気になりましたのは、仮に今

回諮問されて、答申の中で民営じゃなくて

公営だとか、光風台小学校、町長はちょっ

と違ったことをおっしゃってましたけど、

光風台小学校じゃなくて違う場所ですとか、

そういった答申が出てきたときに、どうさ

れるのかなと。 

  ですから一遍、町長のお考えになってい

る五つの大きな方針をというのは、引っ込

めていらっしゃるんですかと聞いてるんで

す。じゃなければ、混乱を起こしませんか。

片方でこういう思いを持っていて、それは

個人の思いとしては結構ですよ。だけどお

願いしてると、出てきた答えにそぐわなか

ったときに、どうされるかなと。で、そこ

でさらにまた別の諮問にかけるのか、中で

練るのか分かりませんけど、だったら、諮

問している意味がないように思いますけど

も、そちらはどうお考えになってるんでし

ょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  平成２０年のあり方検討委員会のときに

も、公設か民設かというのが大きなテーマ

でございました。そのときは、財政状況も

あったんですけども、公設がふさわしいと

いう答申をいただきまして、それに基づい

て、教育委員会、町と相談しまして、公立

のふたば園を設置したという経緯がござい

ます。 

  今回におきましても、今諮問しておりま

すので、それの答申が出ましたら、それを

踏まえて最終的には町教育委員会で決める

ことになりますが、その答申は重要と考え

踏まえて、結論を出していかなければなら

ないというふうに考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  私がお尋ねしてるのは、それは最終結論

を出されると思います。答申について。し

かし、その前に学校再配置に合わせてなら

ば理解できるんですけども、パークアンド

ライドはもうちょっと分からんと、考える

と。でも民営化ですとか、小学校跡地です

とか、こういったものが大前提になってる

のと同じじゃありませんか。 

  これが今回の諮問されている子ども・子

育て審議会の方たちが納得していらっしゃ

るならいいですよ。分かりましたと、それ

を大前提に考えましょうという諮問である

なら、私は、はい、そうですかと言えます。

この辺り納得していただいてるんでしょう

か。あるいは、お伝えしてるんですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  委員の方に前提として、光風台跡地です

る、民営化をするというふうなことについ

ては伝えておりません。また諮問書におい

ても民営化について具体的に記載したとこ

ろはございません。審議会の進行に合わせ

まして、その辺は徐々に議論していただく

というふうに考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  昨日この諮問書を頂きました。確かに書

いてません。書いてないからこそ気になっ

たんです。町長のおっしゃってる五つの方

針を含めた、それと今諮問されてる、町長
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自身も諮問されてるお立場になりますけれ

ども、ここはやっぱり町長、一度そのお考

えというのは、個人のお考えとして引いて

ということを明言していただいた上で、諮

問、答申をいただくのは筋じゃありません

か。どちらでもいい、町長かな。お答え願

います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  今御質問の引いてということですけれど

も、諮問の中に入れさせていただいてるの

が、私と教育長との連名で委員長に出させ

ていただいてるものです。ですから、それ

以上のものもありませんし、それ以下のも

のもないという形で、現状分析も踏まえて、

御提案、御審議いただいて、答申をいただ

きたいということで申し上げておりますの

で、その中では私は深くも入っておりませ

んので、非常にオープンな内容の中で御検

討をいただけるものだと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  で、あるならば町長、今回この諮問の文

書ですけど、私自身は塩川町長自身はこう

考えてますと。要するに、さっきの五つの

話ですよ。場所は光風台小学校跡地、パー

クアンドライド型、国の補助金を活用でき

る民営化、保幼連携型認定こども園を考え

てますと、これは豊能町にとってふさわし

いかどうか、諮問していただけませんかと

いうのが筋じゃありませんか、と私は思う

んですよね。どうお考えですか。であるな

らば、私は納得しますよ。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  議員がおっしゃってることもよく分かり

ます。ただ、今回の諮問につきましては、

本当に町の財政状況も伝え、保育士の状況

なども伝えております。町長の考えをその

まま述べてからじゃなくて、今の町の現状

を伝えた上で、答申をいただきたいという

ふうに考えて、このような諮問となってお

ります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  それが普通だからこそ、さっきの五つの

方針というのを一旦下げていただきたいと、

そういう話をしてるんです。これ以上ここ

に時間を取りたくないので、きちんとした

方針を出していただきたい。このままいく

か、いかないか。そしたら私はちゃんと。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  下げていただきたいというよりも、出し

ておりませんので、今私の考え方の気持ち、

それからいわゆる審議会の中での議論、そ

この中に私のほうの意見を加えるというこ

とを、今現在避けて審議をいただいている

わけですから、このとおりに進めさせてい

ただきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  あまり感情的になりたくないんですね。

所信表明の中にきちんと出されてるんです

よ、方針を。だからこそお尋ねしてるんで

す。で、町長は私が民営化というのは、こ

ういうふうな可能性がありますと、もう一

遍考えていただけませんかといったら、検

討しますと。で、今回こういうような諮問
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の流れになって、私は評価してるんですよ、

非常に。やっぱり子どもたち、先生の数も

少なくなってるし、そのこともどうしよう

かという問題も絡んでますし、ですから、

そういった中で、いやいや前の私の考えは

そのままありますと言われたら、えっとい

う感じです。はっきり言って。ただ、これ

はこれ以上議論しても仕方ありませんけど、

非常に疑問をもっているし、問題視してい

るということだけ御認識ください。 

  では、次に質問に入らせていただきます。 

  これもちょっと、町長にお尋ねするのも

ちょっと今の場からいくのは、ちょっとつ

らいものがあるんですけどね。道の駅構想

につきまして。 

  道の駅構想というのは、もう十分御承知

のように、町の最上位計画である第４次総

合計画でにぎわいを呼ぶ産業の振興として、

平成３２年度の目標値に着実に積み重ねて

きた重大な重要な事業でした。で、なぜ白

紙にしたのか。町長のお考えについては、

所信表明ですとか、それからこれまでの一

般質問で聞かせていただいてますので、今

回これで上げさせていただきましたのは、

私自身は白紙にされた以上、早急に町の最

上位計画の第４次総合計画に上げられてい

た道の駅に変わる確かな事業案なり、施策

を提示していただきたいというふうに考え

ております。 

  ですから、そういった意味で町長はどの

ようにお考えでしょうか、お尋ねします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  御質問のとおりですけれども、私の所信

表明のところもいろいろな理由のところか

ら、白紙撤回をさせていただきました。こ

れ以上当時の部分でいきますと採算性の問

題もありましたし、それから公共施設をま

だ公民館とそれから診療所これの跡地、そ

こに建設をするというところでしたから、

結論も出ない状態でしたので、白紙に戻さ

せていただいた。 

  ただ、私のところもその当時ですけれど

も、農業振興、観光振興は非常に必要なも

のでありますので、これはしっかりと検討

させていただくということで、各団体の

方々をはじめ、今のインフラそしてそのリ

ソースをしっかりと検討して、次に進める

ということには変わりありませんので、ま

だ場所とかそういうところではありません

けれども、それを進めてるというところで

ございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  その当時、町長は所信表明の中で触れら

れてましたように、農業振興ですとか、観

光振興、東地域の活性化の三つの取組とい

うのは、これらを読めば２次、３次、４次

そういった流れの中で出てきてるものです。

そして、第４次でいよいよそのためにとい

うことで、道の駅構想が上がったわけです。 

  で、それを白紙撤回した理由というのは、

私はあえてもう聞きません。ただ、これま

で積み重ねてきた道の駅に向かって、要す

るに３本の柱に向かって積み重ねてきたも

のというのは、一度切れたら再構築するの

が難しい。知恵ですとか、技術ですとか、

人間関係が入っているわけです。 

  ですからそれに変わる、要するに道の駅

に変わる何かです。何かを早急に打ち出さ

ないと次に何か考えてそうしましょうとい

う言ったときに、もう一遍ゼロから始める

ことになるんです。ですから、早急にと私

は言ってますし、当然早急に出すというお

考えの基に白紙撤回もされ、ここに上げら
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れていると思いますし、そういうことで期

待しています。 

  それから、もう一つなぜ今私がこんなに

道の駅構想を白紙にしたことに、ちょっと

半分失望感というか、怒りというかを持っ

ているのは、すぐそこにクレインがありま

すね。乗馬センター、あそこというのは月

に延べ4,０００人来てるんです。もうすご

い勢いです。私この６年間の流れを見てま

すけども、あっという間に月に4,０００人

です。その方たちの大半というのは、志野

の里を知らない、で知っていても開店時間

が合わない。あるいは知っていても、わざ

わざあっちまで回って行くのにちょっと離

れてるからつらいとか言って、結果的には

豊能町の野菜が購入されることなんか、限

られているわけですよね。 

  で、もしこの人たちが気楽に寄れる場所、

時間帯であったら、どれほど生産者たちに

活気やら生きがいやらもたらすかと、私は

考えてます。その活気が新たな生産者仲間

を増やしていき、豊能町全体の農業振興に

結びついていく、だからこそこうやって２

次、３次、４次というふうな考えの基に積

み重ねてきたのが、道の駅だったんですよ

ね。それはもういいです、白紙にしました

から。 

  ですが、そういった意味では早急に町長

として、それに変わるどのようなお考えを

持っているのか、出すべきだと私は思って

るんです。ですから、一生懸命町長に訴え

てるんですけども、いかがでしょうか。聞

かせていただきたい、全くゼロなのか、お

考えが。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  秋元議員のおっしゃられる内容、その気

持ちというのは、イコールだというように

思っております。深く過去のことというの

は、触れませんということですけれども、

基本的には道の駅準備委員会の皆さんとも

検討させていただき、さらにそこの中から

も答申をいただき、道の駅に変わる新たな

施策として展開をし、それから道の駅のさ

らなる発展も含めて検討をしてくださいと

いうような御答申もいただきました。 

  ただ、そこの中には採算性といいますか、

利益を上げていく仕組み、そういうものも

具体的に検討していただくと、1.６倍から1.

７倍ぐらい、そういうところを上げていか

ないといけないという御意見もいただいて

ます。 

  今課題としては、今の志野の里のところ

の駐車場が少ない、で滞在時間が少ないと

いうようなところは、もちろん町全体でも

認識をしております。ただ、今代替案とい

うところの場所は今検討できておりません

けれども、それに変わる施設というのは、

しっかりとつくっていきたいというように

思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  あのね町長、考えていきたいとおっしゃ

ってるのは、早急に出してくださいと。た

とえそれが２年先、３年先の実現になろう

と、ああいうふうになるんだなと、だから

頑張ろう、仲間を増やそうというところに

豊能町の活気が生まれるんですよ。それが

何か漠然と考えてます、考えてますでは、

生まれてこないんですよ。土台もつくれな

い。今まで積み重ねてきたものも、その先

に進まない、壊れていくだけなんですよ。

そのことをやっぱり十分に分かっていただ

きたい。よろしいでしょうか、分かってい

ただきたいんですよ。お願いします。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  分かっているというところで、進めてい

きますので、よろしくお願いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  おはようございます。 

  先ほどの御質問の件なんですけれども、

豊能町まち・ひと・しごと戦略そのアクシ

ョンプランを受けて、「農×観光戦略推進

計画」の中で、道の駅の計画の中をいろん

な具定例を踏み込んでやっておるんですけ

ども、その３１年の３月の町長選を受けて、

一旦白紙にした後ですね、令和２年の１月

に改めて豊能町まち・ひと・しごと総合戦

略会議を行っております。 

  その中で、農×観光戦略推進計画、要は

道の駅の具体策を書いたものを令和３年度

末まで期間を延ばしまして、もう一度その

具体例も含めて、ちょっと計画の見直しを

やっていこうということで、その会議の中

で決まりましたので、要は今年度に向けて

もう一度再検討、見直しをしていきたいと

考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  それはそれで、期待して待っています。

ただ、私がなぜこんなに怒るかということ、

この第４次総合計画に対しても、やっぱり

ここに書いてあるメンバーの方が集まって、

豊能町を活性化していくにはどうしていこ

うかと、真剣になってやって、で議会の議

決を得てこれは制定されてるんですよね。

勝手につくったものじゃないんですよ。で、

それをやっぱり役場も真摯に受け止めてく

ださり、担当者も真摯に受け止めてくださ

って積み重ねてきてるわけです。それを一

遍なくすのはいいですよ、町長のお考えが

あるんですから。だけども私が町長に対し

てお伝えしたいのは、やはり問題があると、

今の経過じゃ問題がある、場所やら何やら

問題があるとおっしゃるならば、町長自身

から早急にこうしたいというふうなことを

出していただきたいんです。 

  ですから部長、町長にもそういう働きか

けのほど、よろしくお願いいたします。こ

れは終わります。 

  次の質問に入ります。 

  旧双葉保育所で保管してる防災部品につ

いて質問を出してます。で、この通告書を

出した後に、全て野間口にある老人憩の家

に移されたことを知りましたんですが、い

つ老人憩の家に移されたのか、ちょっと私

も情報を得てなかったものでして、いいで

すよ、軽くで。これは別にどうってことじ

ゃない話ですから、いつかなというだけの、

何月頃で結構です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  おはようございます。 

  旧老人憩の家に防災備蓄物品を移した時

期でございますが、私が４月にこの職に就

任いたしたときには、もう既に移されてお

りましたので、昨年度中１月か２月頃だと

考えております。正確な時期については、

ちょっと今現在資料を持ち合わせておりま

せん。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  旧双葉保育所は、雨漏りや壁がひどくて、
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だけにまずは安心いたしました。移してる

ことに対して。でところで、これまで防災

備品を保管する場所として、旧双葉保育所

がふさわしくないことは、何回もこの場で

申し上げてきました。分散もしてることも

ありまして、東地域に防災備品保管の拠点

を設けるような必要があるということも申

し上げてきたところ、当初町は新たな地域

防災計画を作成するまで待ってほしいとし

てましたけども、地域防災計画後は、公共

施設再編計画の中で、あるいは学校再配置

が決まったら考えたいと答弁されてるんで

すね。 

  で、また老人憩の家については、先般指

定管理者を考えているような説明があった

かと思うんですね。で、そこで私がお尋ね

したいのは、今回老人憩の家に移されてる

ことは、あれは拠点ではないということで

すね。ただ、防災備品の拠点を設けるまで

の一時的なものというふうな位置づけにな

ってるんでしょうか、お尋ねします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  旧老人憩の家は、老人福祉施設としての

活用を現在検討しているところです。した

がって防災備蓄物品の保管庫としては、当

面は暫定的な対応となります。公共施設再

編の中では恒久的な整備を行いたいと考え

ております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  分かりました。そうだろうなと思いまし

た。ただ、現在どのようにして指定管理者

のほうが動いてるのか分かりませんけども、

学校再配置やら、公共施設再編計画が決ま

って移す前に、仮に指定管理者の動きがあ

った場合は、また動かさなくちゃいけませ

んわね。ということは、次どこにしたらい

いかということやら、今後の計画など、き

ちんと練っていただきたいと思います。ま

ずは、そこにあるということで、私のほう

はこれで質問を終わらせていただきますの

で、お願いします。これ要望ですので、ま

た計画のほどお願いします。 

  で、４番目なんですけど、町のコロナウ

イルス感染対策についてお尋ねします。 

  職員の皆様におかれましては、感染防止

対策、そしてワクチンの接種と精神的負担

の大きい中、全力で取り組まれていらっし

ゃること、まずはお礼申し上げます。 

  で、豊能町の感染者は、本日も１人増え

てたしか１２０名かな、になっております

ね。で、大阪はじめ、大都市圏内では緊急

事態宣言またワクチン接種によって、全国

的に感染者が減ってきてるとはいえ、これ

からオリンピックがどうなるか分かりませ

んし、また変異ウイルスのこともあり、予

断が許せません。 

  で、こうした中で、堺市とか泉佐野市と

か寝屋川市とか羽曳野市は、市内のホテル

を確保したり、市営住宅を貸し出すなどし

て、家庭内感染防止に向けて動き出してる

というニュースがありました。新聞記事が。

で、そのうちの羽曳野市の場合は、市の危

機管理室が中心になってこういう準備をさ

れてるというところを読みまして、どうい

うことかなと思いまして、これについては

前もって豊能町の危機管理室の方にお尋ね

してみたところ、大阪府のほうから自宅待

機者については、災害時の避難に備えて情

報が入るようになってるようですね。 

  で、幸いこれまで豊能町での自宅待機者

は１人もいなかったということだったんで

す。この教えていただいたとおりだと思い

ますけれども、仮にこういう情報が入って
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きた場合、町としてどのような対応をされ

ようとしてるのか、危機管理室としてです

よ。何かお考えがあるようでしたら、お聞

かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  大阪府からは、危機管理室を通じまして、

自宅療養となった方につきましては、その

人数が報告されております。で、その他感

染者の個人情報については豊能町のほうに

はお知らせがありません。感染者の情報に

つきましては、保健所、本町の場合は池田

保健所になりますが、保健所が集約してお

りまして、基本的には自宅療養となった場

合、もしくは宿泊等になった場合は、保健

所が宿泊施設を手配しております。 

  現在のところ、大阪府から及び保健所か

ら自宅療養者のために、例えば町内の住宅

等の確保を依頼されたことはございません。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  ということは、自宅待機になった情報と

いうのは、豊能町に何人いますとか、今日

そういう方が出ましたという情報は入って

くるけども、その先はないということです

ね。となった場合に、万が一この豊能町で

大雨やら何やらで、避難指示やら何なら出

た場合に、その方は池田保健所から何か避

難するために、どなたかを派遣してくださ

るというふうな考えでいいんですか。豊能

町一切関係なく、そこのところちょっとお

聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  先ほど申し上げました危機管理室から、

自宅待機者の情報、すなわち何人いらっし

ゃるかという情報が提供されることについ

ては、災害時に例えばその方々が避難所に

いらっしゃる可能性があるというところで、

その数をお知らせしていただいているとい

う状況です。 

  したがいまして、私どもとしては感染者、

要は自宅待機をしていらっしゃる感染者が

避難してきた場合は、例えば風水害など避

難者が少ない場合は、例えば西公民館とか

中央公民館で避難していただく階を分ける

とか、あと大規模な地震が起こった場合に

は、そのスペースを分けるという形で、あ

くまで自己申告という形になりますが、そ

ういった方の情報を把握した上で、エリア

を分けて避難していただくという方法を考

えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  ますます疑問になっちゃうんですけども、

ということは、家庭内感染者が万が一風水

害で避難命令が出たときに、御自身で例え

ばシートスや何やら行ったときに、大阪府

のほうからは町に自宅待機者がどこかに避

難してる可能性がありますよという連絡し

か入らないわけですよね。となったときに、

豊能町のほうは、じゃあちょっと隔離しな

くちゃいけない、対応しなくちゃいけない

ということで、各避難施設を回ってコロナ

の自宅待機者いますかとお聞きするんです

か。それとも、そういう場合はその方に自

宅待機者に、町に連絡してくださいという

お願いが、前もって義務やら何やらとして

なっているのか、お尋ねします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 
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○保健福祉部長（桑原康男君） 

  おはようございます。 

  保健所のほうで、そういった陽性者の自

宅待機が生じました際に、いろんなペーパ

ーですね、案内文を送っていただいてます。

その中にもしそういった避難指示が出まし

た場合、その方は町の防災部、担当部局の

ほうに連絡するようお願いの文書があると

いうことでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  分かりました。多分こういうことかなと

いうのは、要するに自宅待機になりました

といったときに、その方に保健所のほうが

いろんなマニュアルみたいなの渡して、そ

の中には万が一災害で避難する場合は、町

のほうの防災危機室なのか、町全体なのか、

電話の窓口がどのようになっているか、後

でお聞きしますが、しまして町のほうが分

かりましたと、じゃああなたのためにどこ

どこに行ってくださいと、そこではお部屋

をこのように分けてますというふうな、こ

ういう対応ということですか。確認します。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  そのような対応になっているというとこ

ろでございます。 

（発言する者あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  後ろからのやじを受けて質問するのもち

ょっとなんですけども、うそばっかり言う

なって言われちゃってるんですけども、私

のほうは、そういう対応をされてるんだな

と、まずは受け取らせていただきます。で、

今の御答弁がちょっとそのとおりかどうか

につきましては、また別途調べた上でまた

質問させていただきますので、お願いしま

す。 

  コロナ感染の場合、地震や津波の災害と

違って目に見えませんね。で、お一人お一

人がどのような状況に置かれているのか、

目に見えませんし、その対応は全部保健所

が担ってますね。で、実は役場のほうも、

私たちのほうも、住民たちのほうも、感染

された場合、そのお一人お一人がどのよう

な状況になっているか、全く分かりません。 

  で、把握するのが難しい中で、私は唯一

頼りになるのは、感染された方からの要す

るにＳＯＳしかないと思うんですね。ただ、

よくテレビでも見ます家で待ってたら、そ

のまま亡くなってしまったとか、それから

子どもさんどうしようかとか、いろんなそ

ういった悩み、これらは全部保健所が対応

されてますけども、実際はもう電話はパン

ク状態です。そうすると、やはり心のより

どころとして、どこかにどうしたらいいだ

ろうか、こういうときにはどうしたらいい

だろうかと、その受入れ窓口が必要かと思

うんですけども。 

  まずはその前に、危機管理対策室として、

こういった目に見えない場合の対策につい

て、今回コロナが一つの大きな例ですけど

も、に向けて何かの対策なりあるんでしょ

うか。考えていらっしゃるのか、動いてい

らっしゃるのか、ちょっとまずその辺りを

お聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  目に見えない対策、目に見えない被害に

対する対策というのが、大変難しいところ

でございます。で、先ほどから申し上げて
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いるように、町のほうにはそういった個人

的な情報が一切入ってこない状況でござい

ます。現在のところは、その個人からのＳ

ＯＳ、それを例えばふだんから活動してい

ただいていらっしゃる民生委員さんである

とか、もしくは包括支援センターそういっ

た形で、どのような形で情報を受け取れる

か、それに対して情報を受け取った場合、

どう対応するかというところを検討してい

るところでございます。 

  以上です。 

（発言する者あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  では、具体的に住民のほうから例えば子

どもを抱えてて、自分は入院しなくちゃな

らなくなったとか、どうしたらいいだろう

かと、保健所のほうでもちろん対応はして

るんですけども、さっきも触れましたが、

保健所はほとんど電話パンク状態ですわね。

私の身近な人もやはりそういうふうな、も

しかしたらということになって、ほぼパニ

ック状態になりました。子どもがどうしよ

うかと、というふうな具体的なそういった

相談というのは、町にやら町の施設にこれ

までありましたでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  お尋ねの件につきましては、御家族から

直接町のほうに御相談されるケースがある

かと思うんですけれども、現在のところ相

談を受けたケースはございません。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  それはそれで、１２０名既に感染してど

れだけ退院されてるか、私自身も皆さんも

きっと分からないと思いますけど、中で直

接町に対してはないということで。まず受

け取らせていただきます。仮にあった場合

ですね、今のようないろんな相談があると

思います。子どもを抱えてどうしよう、年

寄りがいるどうしよう、自宅待機になった

らどうしよう、医者なんか誰が薬を持って

来てくれるんだろうどうしよう。もちろん

それは全部保健所なんですけども、実際に

そういうふうな相談があった場合には、ど

のように対応されてるんですか。 

  保健所に電話してくださいという対応に

終わろうとしてるのか、今の段階でですよ。

それとも、実は御安心くださいと、これこ

れこういうふうになってますよと、今は電

話はつながらないけど、これこれこういう

ふうになってますと親切丁寧にそこまで、

お伝えしてるのかどうかということで、質

問させていただきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  幸いにして今まではそのようなケースは

ございませんが、現在のところは、保健所

に対応をお願いするしかないと考えており

ます。ただ、その場合にもこういう電話が

あったことにつきましては、例えば役場の

ほうから保健所に連絡をいたしまして、ど

のように対処するかという点について、検

討をさせていただく用意はあります。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  私がなぜこの質問を上げてるかというと、

もう保健所は手いっぱいなんです。手いっ

ぱいだから、要するになったときにどうし
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ようというふうに相談しようにも相談でき

ない。かからないから。という中で、そう

いう状態ということは、もうほぼみんな知

ってるわけですよ。そういった中で自分が

万が一なった場合、どうしようというとこ

ろの不安を、町としてどのように対応して

ますとかという質問でもあるんですよ。 

  ですから、町としては、最終的には保健

所にお願いせざるを得ないんだけども、実

はそういう方たちのためには、こういう手

順で保健所としてもこういうふうに対応し

てくださるとかいうふうな、あるいは私ど

もが代わりに保健所と連絡をつなげますか

ら、ゆっくり休んでてください。安心して

自宅で待っていてくださいという形を取ら

れようとしてるのか、ということを聞いて

るんです、私は。 

  で、まずこの質問に対して、こういう気

持ちで聞いてますので、その観点からいや

いや今は保健所に連絡してくださいという

だけなんですということだったら、それで

結構です。答弁ください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  現状では、保健所に頼らざるを得ない状

況でありまして、何らかの形で当町からも

把握をしまして、保健所に連絡を取れるよ

うに努力するしかないというのが現状でご

ざいます。 

（発言する者あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  ちょっとここまで長引くと思ってなかっ

たんですけどね。感染症という問題がある

以上、保健所なんですよ。豊能町が勝手に

やれこうしたら、ああしたらということが

できないことは十分に分かってるんですよ。

でも何回も言うように、肝心の保健所のほ

うに電話が通じないから、住民の不安があ

おられてますよと、町長、分かってくださ

いますか。だから、万が一住民がかかった

とき、そうだ町に相談してみよう、町はす

ぐに電話を取ってくださるから、そのとき

の住民の心のよりどころとして、最低何か

しらの相談窓口をつくっていただきたい、

というふうな趣旨なんです。だから、これ

については検討していただけますでしょう

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  まず、保健所のほうと連絡がつながらな

いということですけれども、私どもの私、

それから向こうの所長、それから次長も含

めてホットラインの別番号は入手をさせて

いただいて、常に連絡を取り合ったり、必

要なときには取り合うという形になってま

す。今回の場合は、まず保健所の方がまず

その方々に寄り添うということで、今の状

況とか、そういうものを聞いた状態で我々

に支援が必要であるというときには、我々

のところに連絡がかかってくると。 

  で、そのときの次の対応という部分で、

日頃の相談窓口を一つ開設すると、混乱を

しますから、これは今保健所のままでやら

せていただきますけれども、保健所からの

要請事項については、しっかりと答えてい

くという体制を取っていきたいと思います

し、今までもまだありませんけれども、そ

ういう考え方で動いてるのは事実でござい

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 
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  それでは、私が万が一コロナになったら

どうしようと非常に不安を抱えてます。そ

ういった電話も保健所のほうは対応してく

ださるという。今既にパンク状態なのに、

私もそういう相談はしてもいいということ

でよろしいでしょうか。というふうな答弁

のような感じに聞こえましたので、お願い

します。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  御懸念は物すごくよく分かりますし、

我々も町民の方々が一番大切ですから、そ

の方々のＳＯＳをしっかりと、でも大きな

感染症対策の中の一環の中で動いていかな

いといけませんので、保健所との連絡をし

っかりと取って、役割分担をしていきたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いし

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で秋元美智子議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は１０時３０分といたします。 

（午前１０時２１分 休憩） 

（午前１０時３０分 再開） 

○副議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に中川敦司議員を指名いたします。 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  おはようございます。 

  議長から指名をいただきました。中川で

ございます。さて、この６月会議の一般質

問では、ともに新型コロナウイルスワクチ

ンの接種などについての質問を取り上げて

ございます。どうか、よろしくお願いを申

し上げます。 

  では、まず初めに通告書の順番変わりま

すけども、ナンバー３の新型コロナワクチ

ンですね。接種関連についての内容を質問

させていただきます。 

  ６５歳以上へのワクチンの接種券ですね。

クーポン券ですかね、４月２２日から発送

されまして、そしてゴールデンウイーク明

けの５月６日から電話やとか、ウェブ予約、

インターネットでの予約が始まりまして、

５月の１６日からワクチンの接種が既に実

施されてございます。このワクチン接種の

状況、この辺りはどのようなものなんでし

ょうか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  お答えいたします。 

  ５月６日の予約時には、電話がつながり

にくいなど、大変御迷惑をおけしましたが、

５月１６日からの集団接種、１９日からの

個別接種につきましては、特に大きな問題

もなく、スムーズに接種できております。

集団接種では、今月６日の日曜日から２回

目の接種が始まっているところで、町内医

療機関における個別接種につきましても、

今週から２回目の接種が始まるところでご

ざいます。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  接種のほうは順調に進んでいるというふ

うな認識で捉えさせていただきましたので、

引き続きどうか混乱なく進めていただきた

く思います。で、この今部長のほうからも、

一部答弁ございましたけども、５月の６日

の予約のスタートのこの時点で、結構電話

がつながらないというようにお話がござい

ましたけども、何かインターネットのほう
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でも何か結構ね、すぐに埋まっちゃったよ

うなことで、要は状況がまだいけるんかど

う分からないという、そういうふうな、い

わゆる住民さんからのいろんな電話、問合

せが、こちらのほうにも入ってきたりもし

まして、要はワクチンの接種ウェブ予約に

おきまして、正常に予約できていないとい

うね、そういうふうな現状も実際保健セン

ターのほうに、私出向きまして状況を聞か

せてもらったわけでございますけども。 

  こういうふうな状況を何とか、改善をす

る必要があると私は思いまして、すぐさま

保健センターの課長さんのほうに、ウェブ

の予約のシステムの改善、要は正常にいわ

ゆる予約ができるような、そういう改善と

か、あと予約が満杯になってるのか、それ

ともまだ余裕枠があるのか、そういったこ

とがしっかりと予約しようとする方に、は

っきりと目に見える形で分かる状態にして

いく。そういうふうなことを私は既に要望

というか、提案をさせていただいておるわ

けでございますけども。 

  このような状況を踏まえて、この後６月

の１２日からまた次の予約がスタートいた

しますけども、何かこの以前はちょっとこ

ういう点でまずかったけども、今回はこう

いう点で混乱しないような形の改善を行っ

ているというふうなものが何かありました

ら、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（管野英美子君） 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  前回の予約の混乱のことを反省いたしま

して、ウェブ予約の枠を大きく増やしてお

ります。やはり皆さん電話のほうがよいか

と考えておったんですけれども、相当の方

がやはりインターネットを使っていただけ

ているというのが、後からですが分かりま

した。ですので、ウェブ予約を増やすこと

と１２日なんですけれども、１時間ウェブ

予約を早めまして、そちらのほうで予約が

取れることによって、電話のほうに予約の

電話をすることがなくなる、よって電話の

予約がスムーズになるというふうに考えて

おるところでございます。 

  あと、お知らせの方法なんですけども、

ホームページ上でお知らせはするんですけ

ども、そういったものが見られない方がい

らっしゃいますので、今回予約の開始につ

きましては、再度行政防災無線でのお知ら

せ及び、あと予約が終了したという旨の案

内は、今後また同じような段階を追って、

予約枠がなくなるような事態が生じる場合

は、させていただこうと思うんですけれど

も、次の２回目の予約の際は、予約枠は十

分あると思いますので、電話してももう予

約枠がないというような状態は生じないと

考えておりますので、その分については今

のところ予定してないということでござい

ます。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  今、ウェブでの予約が結構想定外なほど

前回多かったということで、そちらの枠を

２倍にするというか、そのようなことで、

そちらのほうへ誘導をして、そちらのほう

でどんどん取っていただいて、電話のほう

に回るというふうなことを極力避けること

で、電話の集中を避けたいという、そのよ

うな回答だったと思いますけども。 

  実は私も両親がおりまして、取ってあげ

ないといけない、そういう状況にありまし

て、前回のときは本当に一生懸命インター

ネットで取ろうとしたんやけども、取りあ

えずログインまではできたんやけれども、

結局取れなかったというのが現状でして、

次にまた頑張って両親の分を取らなあかん
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なというふうな状況にありまして。 

  実は前回のときに、親の分を取ったとき

のいわゆるウェブのあれは、何だったかな。

各診療所、保健センターとか、いろんなと

ころの名前があって、前回は何も表示がな

かったんやけども、今回一旦ちょっと前も

って準備のために設定といいますか、登録

を進めようとしてたら、画面を見ると何か

保健センターはもう満杯です、予約枠なし、

何やらも予約枠はなし、この診療所も予約

枠なしみたいなね、当然今は予約のできる

状況やないから、そういうふうな表示にな

ってるというの私分かりまして、前回のと

きにはそういう表示はなかったんやけども、

今回そういう表示が見受けられたというの

が、私気がつきまして、これもある意味、

ウェブ予約の方に、各診療所、各この接種

会場の状況が目に見える形で、分かるよう

な形になってるんやなというふうに私はそ

のように認識をしたんですけど、これも変

更点の一つでしょうか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  お答えします。 

  ウェブの予約のシステムにつきましては、

急遽開発されたものでございまして、やは

り最初はいろんな不備があったかなと思い

ます。で、日々そういった点につきまして、

アップデートして改善していってるという

ところでございます。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  日々、アップデートしていただくように

してますというようなことをお伺いしまし

まして、本当に前回よりもいずれにしても、

前進はしてるという、そんなふうな私も思

いがいたしましたので、これからも何かま

た不備といいますか、もし見つかるようで

あれば、どんどん今後のためにも更新をア

ップデートをしていただきたいなと、この

ように思っております。 

  それで、実はこのワクチン接種が先ほど

もお話ございましたけども、５月１６日か

ら集団接種が既にスタートしておりました。

場所はといったら保健福祉センターでござ

いますけども、私やっぱり心配で本当にう

まいこといってるんかなという。ちょっと

気がしまして、ちょっと遠めから眺めてお

ったりもしたんですけども、それほど人が

いっぱいいててとかいう、そんな状況では

なかってね、安心はしたんですけども、実

際当時役員についておられました、ここに

いらっしゃる方も大概の方が役員について

おられたと思うんですけども、その当時役

員についておられた部長さんとか、課長さ

んがスタッフで対応されている姿を拝見い

たしました。本当の御苦労さまでございま

した。 

  で、その折にも課長さんとか部長さんに

聞きましたら、順調にいってますというふ

うなことを伺って、私も安心したわけでご

ざいますけども、ただこの保健センターの

実は中でも待機する場所があるんでしょう

けども、そのとき私の見た光景では、保健

センターの表側ですね、外側でも待機され

ている高齢者の方を見受けましたんでね。

その当時は、５月１６日はまだそれほど暑

くはない時期だったかなと思いますけども、

もう既に３０度を超えるような日本、そん

なふうな時期になってきてますので、これ

からの季節は雨も当然ありますし、暑くな

ってくる時期でもあるため、熱中症とかそ

ういうふうなことも危険性が発生する可能

性もございますので、集団接種のあそこの

保健センターの前で、待機するようなこと
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が発生するというふうなことになりますと、

この方たちのやっぱり熱中症の対策という

のも必要かと思いますけども、その辺り何

か考えておられるんでしょうか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  お答えいたします。 

  保健福祉センターでの集団接種で、１回

目の際に見ていただいたかと思うんですけ

れども、２回目以降は観光バスを入り口の

前に横づけいたしまして、気温が上がって

きて熱中症のおそれがあるとか、あと今後

梅雨入りですので、雨がひどくなってきた

りとか、そういう際にはそのバスを使わせ

ていただいて、熱中症対策等をしたいと考

えておるところでございます。 

  あと、もう１点ですけども、予約された

方には、はがきを送付されていただいてお

あります。あとチラシでも触れておるんで

すけども、あまり早く来られますと外で待

っている時間が長くなりますので、予約時

間の５分程度前にお越しくださいというこ

とを周知させていただいているところでご

ざいます。 

  以上です。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  すばらしいことやと思いますね。観光バ

スそういったものを用意して表で待つよう

な方については、その観光バスの中で、エ

アコンが効いた中で待っていただくという

ふうなことだと納得いたしました。 

  で、実は豊能町には、町バスといいます

か、観光バスみたいな大きさのバスもある

んですけども、それではなくてあえてその

観光バスを使用されるというのは、何か理

由があるんでしょうか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  お答えいたします。 

  その前に先ほど、２回目の集団接種から

バスを使用したと申しましたけれども、３

回目からでしたので、訂正させていただき

ます。 

  バスの利用につきましては、運転手等も

必要ですので、その辺の確保も含めまして、

委託をさせていただいたというところでご

ざいます。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  ちょっと話題を変えたいと思います。 

  政府は７月の末までに６５歳以上の高齢

者の方への接種を完了させていくみたいな、

そのような方針を打ち出してございますけ

ども、実際この辺り、豊能町としてはどう

なんでしょうかね。７月末までにという政

府の方針に対して、豊能町は何とかクリア

できそうな状況なのかどうか、それをお伺

いいたします。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  本町では、集団接種及び各医療機関にお

願いして個別接種を実施しており、ハード

面、ソフト面の両方で精いっぱい努力して

いるところでございますが、さらに接種を

早めるために、７月から集団接種の時間を

１時間延長し、個別接種でも医療機関の協

力を得て接種回数を増やしていただくとし

ているところでございます。 

  あと、接種完了の基準につきましては、
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具体的には示されておりませんけれども、

この１２日より実施します２回目の予約、

その他大規模接種の会場における接種など

も合わせまして、６５歳以上の方9,２００

名の９割以上の方には接種していただける

予定となっているところでございます。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  何とかいけるだろうみたいな、９割方の

方には接種していただけるだろうというふ

うなことでございましたので、ある意味安

心できる部分かなと思います。 

  ちょうど今、たまたま答弁の中で出てき

ました大規模接種という、こういったもの、

これは豊能町は集団接種と個別接種でやっ

てるけども、いわゆる大阪市内で大規模接

種会場、自衛隊の方がやっていただいたり

みたいな、そういうのもニュースで聞いて

おりますけども、実際にこの大規模接種、

大阪市内で行われるこの自衛隊の方がやっ

ていただくような、そんな大規模接種、実

際にこういうところにも実は高齢者の方、

豊能町の方、行ってるみたいな、そういう

ふうなお声も聞いたこともございますけど

も。 

  例えば、大規模接種などに受けに行くと、

豊能町では直接ここで接種するわけじゃな

いので、その方が受けたかどうかというの

は、何らかの形で後追いでないと、その情

報が入って来ないんかなと思いますけども、

要は本来ならば受けていただかなあかんけ

ども、よそで受けたということになると、

その方の把握がなかなか難しいじゃないか

なと思いますけども、こういった豊能町以

外の大規模接種もそうですけども、豊能町

以外の市町村のかかりつけのお医者さんで

受けたとか、そんなふうな情報というのは、

どんなタイミング、どのような形でこれは

把握されるんですか、豊能町としましては。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  お答えいたします。 

  町外の医療機関、または大規模接種会場

で接種された場合ですね、接種券番号と市

町村番号等、そういった情報をシステムに、

国が開発しましたシステムのほうに入力し

ます。それを基に把握することができると

いうふうになっております。 

  以上です。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  それはそしたら、その大規模接種会場等

でその市町村の番号とかを入れたら、リア

ルタイムに豊能町としても分かるというふ

うな、そういう意味合いですか、それとも

１か月先にならんと分からへんわとか、そ

んなタイムラグがあったりもするんでしょ

うか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  システムに入力されました内容につきま

しては、リアルタイムに把握できるものと

考えております。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  なんでそんなことを聞いたんかといいま

すと、要は先ほど７月末までに９割方の人

は行っていただくという、そういうふうな

方向の話がありましたけども、大規模接種

のほうにかなりの例えば方が行った場合、

その方が打ったかどうかの情報が例えば１
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か月ならんと分からんとか、そんなであれ

ば、本当に豊能町の６５歳以上の方の９割

の方が、ほんまに行ったんかどうかという

のが、明確にならないというふうなことを

心配して、お伺いさせてもらいました。い

ずれにしましても、リアルタイムで分かる

ということなんで、そういった意味ではい

いことかなと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

  次の質問に移りますけども、キャンセル

ですね、予約をしてたけどもキャンセル、

もう行けませんとかいうような形で、そん

な場合は、予約していたワクチンが余って

廃棄、捨てるようなことになるという、そ

んなふうなニュースもちょこちょこ目にし

ますけれども、豊能町としてはこのワクチ

ンを無駄にしないために、どのように取り

組んでおられるのか、お伺いいたします。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  お答えいたします。 

  ワクチンロスへの対応といたしましては、

聴覚や視覚などに障害をお持ちの方、その

他福祉的配慮の必要な方に対しまして、福

祉相談支援室と地域包括支援センターが連

携いたしまして、町内でリストを作成し集

団接種でキャンセル等が発生した場合に、

御連絡を差し上げて、お越しいただいて接

種いただくという方法を実施しております。 

  また、その次といたしましては、町内の

高齢者施設に従事している方へも案内のほ

うをさせていただいているところでござい

ます。個別医療機関でのキャンセルの対応

といたしましては、各医院でかかりつけの

患者様が疾病等の理由により予約ができな

い、また医院には直接訪れることができず

訪問で対応される場合に、それぞれ対応し

ていただいておるところでございます。 

  また、先ほど申しました大規模接種等の

二重予約等の問題も生じてくるかと思いま

す。ですので、キャンセルし忘れ等がない

ように、ホームページで御案内させていた

だいたこと及びチラシ等でも周知を図るこ

とと、接種券をお忘れにならないように、

先ほど申しましたような、はがきの送付も

行っているということでございます。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  しっかりとワクチンロスといいますか、

余らないように廃棄しなくてもいいように、

取り組んでますということなので、安心し

たところでございます。実は今職域、職場、

働いている方への接種というのもどんどん

進みつつある、ある市町村で既に始まった

りもしておりますし、そういった意味では

学校の先生ですね、この先生というのは毎

日２０人、３０人の子どもさんに接する、

そんなお仕事にありますので、そういった

意味では学校などの教育現場の皆さんへの

ワクチン接種も早いことできたほうがいい

のかなと、私も思ったりもいたしますけど

も、特に１６歳からというのが、何か１２

歳からに引き下げられて、対象者が増える

というようなことでございましたので、そ

ういった意味でいいことかなと思いますけ

ど、学校の先生とかに例えばワクチンの接

種がキャンセルになったような場合に、そ

の先生たちに早めに打っていただくみたい

な活用をしていく、そんなことを何か考え

たりは、まだされてないんでしょうか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  お答えいたします。 
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  本町の集団接種会場がやっておりますの

が、日曜日ですので先生にその日にお越し

いただくのが、なかなか難しいのかなとい

うこともございます。他の市町村で平日に

接種されてるところは、そういった対応が

しやすいかなと思うんですけれども、そう

いったことで、集団接種会場でのそういう

キャンセルが生じた場合の接種というのは、

今のところ考えておりません。また、今後

１２歳以上の方とかの接種につきましても、

引き続き調整の上決めていきたいというと

ころでございます。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  分かりました。 

  そうしましたら、次に、高齢者の方の中

には、当然自力でワクチン接種に行かれる

方もいらっしゃいます。しかし、自力でワ

クチン接種にいけないような高齢者、そん

な場合も当然あろうかと思います。介護の

認定とかを受けておられる方は、介護サー

ビスとかで、移動することが可能だと思い

ますが、この介護サービスを使ってワクチ

ン接種の場所へ行くこと、これも可能と考

えておったらいいんでしょうか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  お答えいたします。 

  介護認定を受けていただいてる方であれ

ば、身体介護ですね、ヘルパーさんの必要

が認められる方であれば、ホームヘルパー

の付添いが可能となっております。移動手

段といたしましては、介護タクシーや外出

支援事業、おでかけくんのサービスを利用

していただくことが可能です。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  ありがたいことかなと思いますけども、

その辺りはしっかりと介護認定を受けてお

られる方、ヘルパーさんとかもそうですけ

ども、そのことはしっかりと認識をされて

るということでよろしいんでしょうか、使

えるということは。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  桑原保健福祉部長。 

○保健福祉部長（桑原康男君） 

  お答えいたします。 

  実際にヘルパーさんとか、外出支援事業

を利用されて接種会場にお越しになってい

る方もおられます。で、通常の身体介護の

範疇ということは皆さん認識していただい

ているように、考えておるところでござい

ます。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  皆さん認識をされているということなの

で、そういった意味ではしっかりと使える

ということだと思いますので、安心をした

次第でございます。 

  そうしましたら、次の項目に移らせてい

ただきます。 

  次に通告書ナンバー２ですね。空き家対

策についての項目に移らせていただきます。

この空き家対策については、幾つか上げて

おりますけども、ちょっと順番を変えまし

て、別荘税ですね、この質問から始めさせ

ていただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

  京都市ですね、大阪のすぐ隣の京都市で

は現在別荘税という、そういったものの導

入を進めているようでございまして、近年

観光ブームからお隣の中国などの富裕層、
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お金持ちの方によって、いろんな家とか物

件が買い占められて、不動産価格の高騰が

発生し、要は新たな転入、若い方の転入の

妨げになったり、また住民票の登録がない、

そういうお家ですので、住民税の収入が見

込めないというふうなことが京都市として

は、非常に課題というふうなことであった

ようでございます。そのため、住民票の登

録がない住宅に対して別荘税という、それ

を導入するような方向に今京都は進んでい

るような状態でございます。 

  この別荘税という聞き慣れない言葉なん

ですけども、これにつきましては実はもう

昭和５１年、かなり前から神奈川県の熱海

市では導入されている制度でございます。

豊能町の主たる税収これは住民税であろう

かと思います。住民税は住民登録されてい

なければ、要は住民票がなければ徴収は当

然できませんので、そのために住民登録さ

れていない空き家、多分ぎょうさんあるん

ちゃうかなと思いますが、そのような空き

家に対して、別荘税これは仮称ですけども

ね、別荘税のような税金、課税をすること

で、住民税に代わる形で税収が見込めるの

ではないかと思いますけども、豊能町でも

ちょっと検討してみてはどうかと思います

が、いかがでしょうか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  おはようございます。 

  別荘税をということですけれども、御承

知のとおり、地方税においては各自治体が

その必要とする特定の費用に充てるため、

条例の定めにより法定外目的税を課税する

ことができることとなっております。この

別荘税につきましても、同じ目的税になる

というふうに考えております。議員もおっ

しゃったとおり、熱海市では既に実施され

ているということで、京都市でも検討され

ているということなんですけども、これは

リゾートマンションや別荘地の建設に伴い、

ごみ処置や消防はしご車、それから上下水

道の整備など、行政需要の増大に対処する

ため、居住者にもそれらに係る経費を負担

してもらうため、創設されたというふうに

お聞きしております。 

  で、本町において別荘やセカンドハウス

的な利用ということなんですが、今現在の

ところ非常に少ないというような状況とい

うふうに理解しておりまして、空き家につ

きましては、ほとんどが転出等により空き

家になった物件というふうに考えておりま

す。そうしたことから、別荘税のような行

政需要の増大に対応するために、そういう

目的を持って別荘税というのを課税するの

は、現段階では非常に難しいんではないか

なというふうに考えております。 

  しかしながら、少子高齢化の中で持続可

能な行財政運営に取り組んでいくことは、

非常に重要なことであるというふうに認識

しておるところでございまして、この新た

な取組制度というものを、これから京都市

の中では制度設計されていくということな

んですけれども、ほかの自治体も合わせま

して、こういった動きには本町としても注

目をしてまいりたいというふうに思うとこ

ろでございます。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  ちょっとほかの状況も見据えて、注目し

ていきたいというふうな答弁でございまし

たけども、要はこの別荘税という、この名

前がふさわしいかどうかは別にしまして、

こういうものが導入されると、例えば空き

家の所有者の方が、それやったら住民票を
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豊能の移そうかみたいな、そんなふうな可

能性ももしかしたら出てくるかもしれない。

で、また場合によっては別荘税みたいなの

がついて、固定資産税も払ってやったら、

高くつくなと、それやったらいっそのこと

空き家をもう売却しよか、もしくは賃貸に

しようかみたいな、そんなふうな促進にも

つなげていくことができるん違うかなと、

私も思ってますので、今後も検討を続けて

もらいたいと思います。 

  で、今別荘税はちょっと難しいなみたい

なことやったので、次の質問が難しいかも

分からないですけども、もし仮にこの別荘

税が導入できた場合の取組ということにな

りますけども、この別荘税で集まったこの

財源で空き家、結構草がいっぱい生い茂っ

てるみたいな、そんな空き家も結構見受け

られるんですけども、そんな空き家の管理

に活用をその財源を使えないかなというふ

うに、私は思ってまして、その辺りどうな

んでしょうかね。結局空き家で草がぼうぼ

うになっているような状態の場合は、本当

のその近隣の住民の方が非常に困られる。

もっと言えば、要は豊能町に住みたいなと

思ってこっちにやってきても、もう空き家

に草がぼうぼう状態やったら、こんな町に

引っ越したくないなみたいな、そんなふう

な悪い印象を与える可能性があります。 

  そういった意味で、空き家であったとし

ても、きれいに管理した状態の草もきれい

に刈り取って、きれいな状態にしておくと

いう、そういうのがこれから必要になって

くると思います。そういった意味で別荘税

がもしできて、もしその財源が入ったらな

らば、そういう財源をこの空き家の管理そ

ういったことに活用してはどうかと思うん

ですけども、こんなことはどうなんですか

ね。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  別荘税を導入して、その財源で空き家等

を管理してはどうかという御質問ですけれ

ども、現在空き家等の除草管理につきまし

ては、豊能町の環境保全条例、それから空

き家対策特別措置法というものがございま

して、それに基づきまして、関係課で情報

共有をしながら管理に努めているところで

ございます。 

  で、そういった草が生い茂ったような御

家庭には、御本人、所有者の方に通知を出

しまして、その所有者の責任で除草等をし

ていただいているというような状況でござ

います。最悪の場合、環境保全条例で命令

等も出して対処をしているといったケース

もございます。 

  そういったことで、今のところ基本的に

は民民のお話ということにはなるんですけ

れども、今のところ何とか対応できておる

のではないかなというようなことを考えて

おりますので、今後も引き続き関係課で連

携しながら、そういった除草等の空き家等

の管理については、努めてまいりたいとい

うふうに思っておりまして、議員おっしゃ

るような別荘税の導入というのは、なかな

か難しいのではないかなというふうに思っ

ております。 

（発言する者あり） 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  ありがとうございます。結局別荘税や別

荘税を活用しての空き家の管理ですね、除

草管理、そういったものは困難というよう

な回答でございましたので、やはりそこは

この部分はやっぱり空き家をうまく流通さ

せていくというようなことに、やはり力点
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を置く必要がありそうなので、そういった

意味で、次は空き家の流通というそういう

観点に立った質問を今からさせてもらいま

す。 

  この空き家の問題につきましては、私は

もう令和２年の９月の一般質問では、新た

な空き家の発生を防ぐ、抑制する住宅のリ

ースバック方式、リバースモーゲージです

ね、そういったものも提案をさせていただ

いたことがございました。そして本年の３

月会議におきましては、転入者、豊能町へ

引っ越してくる転入者への住宅改修補助制

度、そういったものも提案をするなど、以

前からこの空き家問題については、一般質

問で取り上げてきているところでございま

す。で、今回の一般質問でも各地域、日本

全国いろんな地域の空き家のいろんな特色

のある提案をしてみたいと思っております。 

  まず初めに、この大阪府の寝屋川市なん

ですけどね、この寝屋川市では、使用目的、

使う目的のない空き家の増加や環境悪化を

抑制するため、空き家流通促進プラットフ

ォームというものを設置してございます。

空き家を手放すというても、土地や建物に

難があったり、買手がつかなかったり、空

き家をどのように活用すればいいのか分か

らないとか、あとは共有財産、何人かの方

の名前で財産となっていて、それぞれの所

有者間で考え方が異なるなど、いろんな問

題があるようでございまして、そういった

意味で、空き家流通促進プラットフォーム

というのは、このような問題を解決するた

めに、建築士、建築の専門家、さらには土

地家屋調査士とか、司法書士、であとは銀

行ですね。そういったところが参画して所

有者に対して、適切な提案を行って空き家

の流通を促していくシステムのようでござ

います。 

  多くの空き家が存在する豊能町でも、こ

の寝屋川市のような空き家流通促進プラッ

トフォームのような取組をやってみてはど

うでしょうか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  失礼いたします。 

  寝屋川市の空き家流通促進プラットフォ

ームの取組につきましては、各専門機関が

連携し定住促進の体制を強化する取組だと、

このように認識しております。今後は空き

家を流通させるべきプラットフォーム事業

につきましても、空き家問題への解決、市

場への流通につなげていくための体制づく

りとして、十分調査・研究してまいりたい

と考えております。 

  また、先ほど議員のほうからリバースモ

ーゲージの取組についてという提案をした

ことがあるということをお聞きしましたが、

実は川西市が去年度、昨年度に池田泉州銀

行と協定を結んで、このリバースモーゲー

ジを進めていくんだという取組をするとい

うことを聞いております。 

  豊能町にとりましては、池田泉州銀行に

つきましては、同じく６月２６日に包括協

定を結んだところでございますので、この

辺りについても今後は進めていくことがで

きれば、連携した取組を進めていきたい、

このように考えております。 

（発言する者あり） 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  失礼しました。 

  池田泉州銀行との協定日を間違えてしま

いました。池田泉州銀行との協定日は今年

の３月の２６日です。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 
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  ある意味前向きな答弁をありがとうござ

いました。しっかりとそれは進めて、この

プラットフォーム方式これも進めていただ

きたいですけども、住宅のリバースモーゲ

ージ、これもしっかりと進めていただきた

いなとこのように思っております。 

  で、もう１点ですね、別の観点のまた取

組を紹介をしたいと思います。実は私スキ

ーが好きで、しゃれやありませんよ。スキ

ーが大好きでね、若い頃、以前栂池高原ス

キー場とか、白馬乗鞍温泉スキー場に行っ

たことがございます。実はこれらのスキー

場は、長野県の小谷村、小さな谷の村と書

きますけども、この小谷村にありまして、

この小谷村でも変わった取組が実は行われ

ております。空き家対策ですね。 

  実はどんなんかといいますと、この小谷

村では、自治体が所有者から空き家を無料

で借り上げて、自治体が村がお金を出して

空き家をリフォームすると、そのリフォー

ムした空き家を自治体が誰かに貸し出すと。

で、この家を借りる居住者の方は、賃貸料、

家賃を自治体に納めます、払います。その

賃貸料でリフォームにかかった費用を自治

体は回収していくわけでございます。そし

てこのかかったリフォーム費用が全て回収

できた時点で、所有者にこの家をお戻しし

て、次はこの所有者と居住者の方の間で次

の賃貸の契約、継続とか、そういったもの

を行っていただくような仕組みを行ってお

ります。 

  豊能町でも、こういった取組をして初め

は豊能町がお金を出してリフォームする形

になるかもしれないけども、賃貸化してそ

れで回収していくという、そのような形を

することで、どんどん家の流通が促進され

るんじゃないかなと思います。このような

取組どうでしょうか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  長野県小谷村の空き家活用の取組につき

ましては、村が空き家を改修して移住者向

けに貸し出し、所有者、移住者の負担を軽

減して移住促進を図る取組、このように認

識しております。今後は空き家バンクに登

録される物件の状態や所有者のニーズにつ

いても見極めながら、新たな空き家活用の

取組につきましても、空き家問題の解決、

それから流通につなげていくために、十分

調査・研究してまいりたいと考えておりま

す。 

（発言する者あり） 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  しっかりとこの空き家問題は、もう長年

の課題やと思いますので、私いっぱい提案

してきましたので、そういったものも活用

していただいて、これからも進めていただ

きたいなと、このように思っております。 

  次、別の項目に移らせていただきます。

次に、通告書ナンバー１のスマホアプリＬ

ＩＮＥの活用についてに関する項目に移ら

せていただきます。 

  実は兵庫県の赤穂市では、スマホのＬＩ

ＮＥ機能を使って行政側から防災情報をＬ

ＩＮＥで発信したり、ごみ収集日の情報を

発信してみたり、あとまた発信するだけは

なくて、住民さんからの道路の不具合情報

などを行政側で受信し、対処するような活

用もこの赤穂市は実施しておられます。本

年３月頃中国の子会社がユーザーの個人情

報にアクセス可能な状態であったみたいな、

そんなニュースも流れて心配はしておりま

すが、近隣の市町村では現在もＬＩＮＥを

活用しておられます。たしか吹田市も使っ
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ておられますけども、豊能町でもこのＬＩ

ＮＥという非常に便利なこの機能を活用し

てみてはどうかと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  ＬＩＮＥにつきましては、ユーザーの個

人情報が海外の関連企業からアクセスでき

る状態となっていた問題が、先ほど議員お

っしゃられたとおりありました。で、これ

を受けまして、国から今年４月３０日に今

後のＬＩＮＥサービスなどの利用の際の考

え方、いわゆるガイドラインが示されまし

た。 

  それに伴いまして、私ども豊能町として

も、ＬＩＮＥには限らずほかのスマホアプ

リなど、ほかのツールなども含めまして、

また一方的な情報発信だけではなく、双方

向の通信も含めて、今後活用を検討をして

いきたいと考えます。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  ぜひとも進めていただきたいなと思いま

す。今も部長がおっしゃってましたけども、

ＬＩＮＥのいいところは、送りっぱなし当

然送信するだけやなくて、住民さんからも

情報として得ることができるという双方向

の使い方が送信ができるという、そういう

メリットがやっぱり私は大きいと思うんで

す。 

  例えば、道路のどこか穴が空いてるわ、

みたいなのを住民さんが見つけたならば、

それをスマホで写真を撮ってそれがどこの

場所やというのも実はスマホやったら、地

図アプリがありますよね、あれで自分の今

いいてる位置というのをボタンをぷっと押

したら、まさにその地図上に今道路の穴が

空いてるところがぱっと印がされますので、

それをスクリーンショットで撮って、そう

すると地図の情報、場所の情報と現場のど

んな状態やというのを二つの写真が撮れま

すので、それをぱっとＬＩＮＥに載せるこ

とによって、いち早くこの必要な部門の方

がどこの場所がどんなふうになってるとい

うのが一目瞭然で分かる。そういうふうな

すばらしい、優れもの、これがＬＩＮＥや

ないかなと思いますので、しっかりと使え

るように、これからも取り組んでいってい

ただきたいと思います。 

  では、次の質問に移ります。 

  次はＬＩＮＥというよりも、スマホの活

用についての話をさせていただきたいと思

います。今回の一般質問の冒頭、コロナワ

クチン接種について取上げさせてもらいま

したけれども、高齢者がスマホに不慣れで

あることが見えてきていると思いますね。

デジタル化が進む時代にあって、スマホは

各種の情報を受け取るツールとして、非常

に重要とも思われます。 

  そこで、高齢者のスマホ対策といいます

か、使いこなしていただくため、スマホ教

室を開催してはどうかと私は思います。実

は、国はデジタル活用支援推進事業という

ものをつくっておりまして、この制度を活

用して豊能町でも高齢者へのスマホ教室、

そういったものを開催してはどうかと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○副議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  失礼いたします。 

  昨年度、豊能町において高齢者対象に実

施いたしましたコロナ禍における生活実態

調査から、スマートフォンの保有率は７
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０％であること、それからインターネット

を活用して災害や緊急事態等、安全・安心

のために利用したいという希望があること、

そして使い方を教えてくれる身近な人が必

要であることが分かってきました。 

  今後は、デジタル技術を使いこなせる

方々と、そうでない方々のデジタル格差の

解消が重要であると考えており、大阪府の

スマートシティ戦略推進予算を活用し、池

田泉州銀行光風台出張所まち活リビングラ

ボにおいて、スマホ教室などの講座を公民

連携で進めてまいります。 

○副議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  ぜひとも、これは進めていっていただき

たいなと思います。私も実はスマホに代わ

る前はガラケーという携帯電話を使ってま

したけども、長年使ってました。なかなか

スマホに移行できなくて困りましたけど

も、でも初めやはりちょっと不慣れな部分

でスマホも使いこなせなかったけれども、

でも一旦使ってみると、ものすごい便利や

なという、そういうふうな感じがした次第

でございまして、もう今さらガラケーに戻

れと言われても、ちょっと戻れないよう

な、そういうふうな状況にもありますの

で、これからのやっぱりデジタル化の時

代、そういった意味ではそういうのをしっ

かりと便利にしてくためには、やっぱりこ

ういうスマホに慣れる、インターネットに

慣れるという、こういうのは必要やと思い

ますので、どんどん高齢者の方にもしっか

りと使っていただけるようにしていただき

たいなと思いますので、どうかよろしくお

願いいたします。 

  時間がまいりましたので、以上で終わら

せていただきます。 

○副議長（管野英美子君） 

  以上で中川敦司議員の一般質問を終わり

ます。 

  以上で一般質問を終わります。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は１１時３０分といたします。 

（午前１１時２０分 休憩） 

（午前１１時３０分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２「第２８号議案から第３０号議

案及び第３２号議案」を議題といたします。 

  これに対する総括質疑を行います。 

  質疑内容はそれぞれ各常任委員会に付託

いたしますので、大綱のみお願いいたしま

す。 

  なお御承知ではございますが、質疑は議

題になっている事件に対して行われるもの

でありますから、現に議題になっていなけ

ればなりません。 

  また、議題に関係のないことを聞くこと

ができない、このように規定されておりま

すので、その点十分御協力いただきますよ

うお願い申し上げます。 

  第２８号議案から第３０号議案及び第３

２号議案の４件に対する質疑を行います。 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ５番、管野英美子でございます。第３２

号議案の令和３年度豊能町一般会計補正予

算の件の１０ページ、教育費、教育総務費

の小中一貫校施設整備事業ですが、７月３

０日から保護者の説明会が始まると思いま

すが、住民の説明会はされないんでしょう

か。何も説明しないうちに工事が始まると

いうことはないのでしょうか。１点です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 
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  御説明させていただきます。 

  ７月の末の説明会、２日にわたって３回

を今予定しております。これは主に来年

５・６年生が中学校で学ぶと、教科担任制

で学ぶということになりますので、その保

護者を中心として全ての保護者を対象にし

てする予定でございます。住民説明会につ

いては７月末までには予定しておりません。

豊能の風等で常時発信させていただいてお

りまして、そちらのほう、また広報にも掲

載させていただいておりますので、その辺

で一定内容等は分かっていただいているか

なというふうに考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  学校説明会の案内の内容の四つ目の項目

に、小中一貫教育校開校に向けた改修工事

という説明もなさると思うのですが、そこ

のところも私たちは図面を見せていただき

ましたけれども、そこのところの説明は住

民にはされないということですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  住民への説明ということですけども、今

回については、住民説明会を開催する予定

はございません。その辺につきましても、

豊能の風等に掲載して発信していきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかにございませんか。 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  第３２号議案です。令和３年度豊能町一

般会計補正予算の１１ページ、災害復旧費

のところでございます。 

  ２番、公園施設災害復旧事業、工事請負

費の１億7,２００万円の件なんですけれど

も、ここでこれは光風台６丁目の擁壁の崩

壊があったところでございます。で、これ

お聞きしたところでは、工期は８か月かか

るということなんですけれども、実際何月

から始まっていくのか、その点分かってま

したら、お聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  今、ちょうど設計等を大阪府と国に対し

て、その重要変更を今かかっている最中で

ございます。で、今ところの予定でござい

ますけれども、８月の議会もしくは９月遅

くともそれぐらいまでには、工事のほうを

発注していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  結構大規模な工事になると思うんですけ

れども、今ブルーシートがずっと敷かれた

ままになっておりまして、住民の皆さんも

不安に感じておられます。その中でこの工

事に関しては、住民説明をされていくのか

どうか、お聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  今年の４月以降に入りまして、災害が発

生してから大分ちょっと年月というか、時

間もたっているということで、都市計画課

の担当の職員のほうから、直接被災してる

現場に面してるお家に対して、ちょっと１

軒、１軒ピンポンを押しまして、説明させ
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ていただいておるところです。ですので、

ある程度設計等出来上がって予定が見えて

きましたら、また改めてその１軒、１軒に

対して、説明させていただくということで

考えておりますので、どこかで説明会の場

所を設けるんじゃなくて、１軒、１軒説明

させていただきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかにございませんか。 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  ３２号議案、一般会計補正予算の１０ペ

ージの一番上にあります財産管理の普通財

産管理事業の件です。 

  これはたしか、戸知山の裁判の和解に対

する弁護士費用の手数料と業務委託料だと

思いますが、私ちょっと申し訳ない、記憶

の範囲でお話させてもらうんですけど、5,

６００万円の損害賠償を起こして1,３００

万円の賠償命令を相手が受けて、豊能町は1,

８００万円で土地を購入したという、まず

この数字に間違いがなかったかどうかだけ

お尋ねします。 

 で、これに対して和解なので、今回の場合

は、その計算の根拠というのは、どういう

形になってるのかをお尋ねします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  まず、２月の議会で御承認いただきまし

て和解を締結いたしました和解の条件でご

ざいますが、まず被告ら柳井組等ですが、

豊能町に対して解決金として連帯して、1,

２００万円の支払い義務があることを認め

ます。で、それに対して、今度柳井組のほ

うが豊能町に対して、木代の土地を1,７０

０万円で売り渡し、豊能町が買い受ける。

大まかに申し上げますと、そういう形で差

引き５００万円豊能町がお支払いをしたと

いう形になります。 

  で、今回の弁護士報酬の積算根拠でござ

いますが、弁護士報酬というのは、一般的

に要は、豊能町が受け取った経済的利益と

いう部分を基にして計算されております。

で、今回の経済的利益の計算方法といたし

ましては、先ほど申し上げました解決金と

して要は5,３００万円訴えたうちの1,２０

０万円、この1,２００万円が根拠となって

おります。 

  で、積算の根拠として1，２００万円のう

ちの３００万円の部分に１６％を掛けまし

て４８万円で、残り1,２００万円から３０

０万円を差し引いて９００万円、その９０

０万円の１０％、これで９０万円、４８万

円と９０万円を足しまして、１３８万円で、

今回１３８万円に今回の裁判非常に長期に

わたりまして、長く弁論準備を続けたとこ

ろから、1.２倍をいたしまして、１６５万6,

０００円、それに消費税1.１を掛けまして

１８２万1,６００円という形になっており

ます。 

  なお、この申し上げました報酬の計算根

拠というのが、契約いたしました俵法律事

務所の報酬基準というのに基づいておりま

すが、この俵法律事務所の報酬基準という

のが、大阪府弁護士会の報酬規程、これは

実は平成１６年の３月の末に廃止されてお

ります。ただ、その平成１６年までは大阪

府の弁護士会の規程がありまして、その金

額と今現在も同じ金額になっております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  いいですか。 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  ありがとうございます。 

  何かこの件では豊能町が５００万円損失
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したなという印象だったもので、勝手な数

字をつくりましたけど、1,７００万円の収

入に対しての計算ということで、和解の場

合だったらこういう形だと。で、その前に

私はあのときに上告したらどうかというふ

うな提案をさせてもらったと思います。仮

に上告した場合でしたら、その費用という

のはどういう形になったんでしょうか。も

しそういったことも当時考えていらっしゃ

ったと思いますが、この場でお答えできる

ならば、お願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  この報酬基準に基づきますと、上告した

場合には、また上告した場合で別途着手金

及びその成功報酬というものが発生するこ

とになっております。それについてどうす

るかというのは、その場合上告することを

決定した場合の協議事項となっておるとこ

ろです。 

  協議事項というのは、当町と法律事務所

との協議の事項という形になっております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  いいですか。 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  じゃあ先に、今回この予算とは別に参考

までにお聞かせください。予算は今聞きま

した。この計算方法というのは、聞かせて

いただきましたけど、その裁判を起こす前、

一番最初のときにも手数料なんか払ってる

と思うんですよ。たしか。当然今のお話を

聞くと、じゃあそちらのほうをもしお答え

できるならということと合わせて、ここに

至るまで、その費用に至るまでは、もうあ

の時点で最初から和解だったんだなという、

上告も何も検討しないで、和解で受けてた

んだなという認識だけ持たせてもらいます

ので、もし今先ほどの一番最初の裁判費用

みたいなのが分かるようでしたら、お答え

ください。 

  で、もう１点。最初から和解だったとい

うことで、理解させていただきますが、そ

ちらのほうはよろしいですかと、この２点

だけお尋ねします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  まず、弁護士費用につきましてですが、

仮差押え、この裁判の前段階として柳井組

が保有しておりました土地、建物の仮差押

えを行いました。その仮差押えの費用とし

て１２９万6,０００円で、その次に仮差押

え後に実際に裁判をすることとなりました。

本訴着手金、こちらのほうが２３３万2,８

００円と、それと今回の成功報酬、先ほど

申し上げました１８２万1,６００円を合わ

せまして、５４５万４００円、こちらのほ

うをもしこの予算をお認めいただければ、

俵法律事務所との契約に基づきお支払いす

る形となります。 

  それと、最初から和解前提というところ

でございますが、もちろん本訴、裁判を提

起した際については当然私どものほうも、

判決を求めていくつもりで裁判を進めてお

ったところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ほかに質疑はございますか。 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  中川です。 

  私のほうも３２号議案をお願いをいたし

ます。１１ページをお開きいただきたく思

います。この中の目、幼稚園管理費という

ことで、ふたば園運営事業として業務委託
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料が４１５万9,０００円かな、入っており

ますけども、たしか説明では保育士の派遣

委託という、そのような説明をたしか受け

たと思いますけども、人数もおっしゃった

と思うんですが、たしか２名だったと思い

ます。記憶がありますが、いつから実際派

遣の方を受け入れるようなことになるのか、

その辺りをその２点をお伺いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  この予算につきましては、派遣の職員に

ついては、１名でございます。今１名派遣

がおりますので、合計で２名になるという

説明であったと思います。で、いつからと

いうことなんですけども、既に預かり保育

等人がきちきちでやっておるというところ

ですので、予算をお認めいただきましたら、

すぐに派遣会社と契約して人を見つけてい

くというふうなことになります。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  ないようですので、総括質疑を終結いた

します。 

  お諮りいたします。 

  第２８号議案から第３０号議案及び第３

２号議案は、お手元に配付いたしておりま

す付託表のとおり、各常任委員会にそれぞ

れ付託の上審査することにしたいと思いま

す。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  異議なしと認めます。 

  よって第２８号議案から第３０号議案及

び第３２号議案は、お手元に配付いたして

おります付託表のとおり、各常任委員会に

それぞれ付託の上審査することに決定いた

しました。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了い

たしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は６月１８日午後１時より会議を開

きます。 

  大変に御苦労さまでございました。 

 

散会 午前１１時４７分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第２８号議案 豊能町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定 

       める条例改正の件 

第２９号議案 豊能町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに 

       特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定め 

       る条例改正の件 

第３０号議案 豊能町移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基 

       準を定める条例改正の件 

第３２号議案 令和３年度豊能町一般会計補正予算(第２回)の件 
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  以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  ５番 
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